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はやぶさ２、打ち上げ間近

　2003年に打ち上げられ、2010年に地球に帰還した小惑星探
査機「はやぶさ」の後をうけて計画されている小惑星の探査計画
です。1999JU3という小惑星へ向かい、小惑星の表面の岩石を
地球に持ち帰ることを目指します。
　打ち上げが2014年冬、目的の小惑星1999JU3に到着する
のが2018年夏頃、地球へ帰還するのは2020年12月と計画さ
れています。
　「はやぶさ２」の機体の設計は、「はやぶさ」を受け継いでいます。

「はやぶさ」で発生した搭載機器の故障等については改良が加え
られ、より安心して航行ができるように設計されています。また、
「はやぶさ」が探査した小惑星「イトカワ」は、Ｓ型に分類される小
惑星でしたが、「はやぶさ２」が目指す小惑星1999JU3はＣ型と
いう、違う分類の小惑星です。Ｃ型の小惑星には水の影響を受け
た岩石や、アミノ酸などの生命の材料となる有機物が存在する可
能性が指摘されており、地球の海や生命の材料について新しい
発見があるかもしれません。

2014年の冬に、小惑星探査機「はやぶさ２」の打ち上げが予定されています。
大阪市立科学館では、9月2日（火）～11月30日（日）の日程で、
はやぶさ２をテーマにプラネタリウムの投影と企画展の開催を予定しています。

小惑星探査機「はやぶさ２」とは

全天周映像
「HAYABUSA
 ‒BACK TO THE EARTH‒ 
帰還バージョン」

　2010年に地球に帰還した「はやぶさ」の7年間の旅をドーム
スクリーンいっぱいに広がるＣＧで再現します。まるで「はやぶ
さ」と共に宇宙を旅しているかのような臨場感あふれる映像で
す。「はやぶさ２」の出発を前に、「はやぶさ」の奮闘を振り返っ
てください。（土日祝日 12時から　3月29日（日）まで）

　大阪市立科学館のプラネタリウムでは、9月2日(火)～11月30日(日)の
期間、「はやぶさ２、小惑星へ！」というテーマで投影を行います。小惑星探
査機「はやぶさ２」の計画を紹介するだけでなく、「小惑星」というあまりな
じみのない天体についても紹介します。プラネタリウムならではの、ドーム
スクリーンを生かした映像を交えて、「はやぶさ２」の探査計画と小惑星に
ついて学ぶことができます。

プラネタリウム
「はやぶさ２、小惑星へ！」

大阪市立科学館のプラネタリウムでは、9月2日(火)～11月30日(日)の
期間、「はやぶさ２、小惑星へ！」というテーマで投影を行います。小惑星探

プラネタリウム
「はやぶさ２、小惑星へ！」

　大阪市立科学館の展示場では、9月2日(火)～11月30日(日)の期間、
「はやぶさ２」をテーマに企画展を開催します。「はやぶさ２」の探査計画を
精密なＣＧで描いた池下章裕氏のイラストパネルの展示をはじめ、はやぶ
さ２の機体や搭載機器、打ち上げロケットなどの模型の展示や、小惑星の
かけらである隕石資料の展示とともに、探査・研究に携わっている大学や
研究機関の紹介もします。

▲C型に分類される隕石の一つ、アエン
デ隕石。はやぶさ２が探査目標として
いる小惑星1999JU3は、C型隕石に
似た岩石でできていると予想されて
います。

◀H-2Aロケット(1/20模型)
　はやぶさ２は種子島宇宙センターから
H-2Aロケットで打ち上げられる予定
です。

▲現在上映中の全天周映像「HAYABUSA -BACK TO THE EARTH- 
帰還バージョン」

企画展「はやぶさ２」
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「はやぶさ２」の打ち上げ前に、大阪市立科学館で「はやぶさ2」に詳しくなって、
「はやぶさ2」の打ち上げを応援しましょう。

▲ 「はやぶさ２、小惑星へ！」

INFORMATION

■地下鉄四つ橋線肥後橋駅３号出口から西へ約500ｍ
■京阪中之島線渡辺橋駅②出口から南西へ約400m
■ＪＲ大阪環状線福島駅、ＪＲ東西線新福島駅、
　阪神福島駅から南へ約900m

月曜日（祝日・振替休日の場合は開館し、
翌平日に休館）、年末年始

休館日

9:30～17:00（展示場入場は16:30まで、
プラネタリウム最終投影は16：00から）
※延長することがあります。

開館時間

展示場： 大人400円、高大生300円、
 中学生以下無料
プラネタリウム：
 大人600円、高大生450円、
 3歳以上中学生以下300円
障がい者手帳等持参者（付き添いの方1名含む）、
市内在住65歳以上無料（要証明）

料　金

Osaka Science Museum

〒530-0005　大阪市北区中之島4-2-1

http://www.sci-museum.jp/ホームページ
06-6444-5656電話 06-6444-5657FAX科 学 館

大阪新美術館建設準備室 佐伯祐三　自筆手紙

※今回紹介した手紙は「大阪新美術館
　コレクション　佐伯祐三とパリ―
　ポスターのある街角」（宇都宮美術館
　にて、11月3日まで）に出品されます。

佐伯祐三　手紙
（1927年7月21日付　妻・佐伯米子宛）
大阪新美術館建設準備室蔵

大阪新美術館建設準備室 ホームページ http://www.city.osaka.lg.jp/contents/wdu120/artrip/

パリの街を描き続けた大阪出身の画家、佐伯祐三（1898-1928）。1924年から2年間パリに滞在、一時帰国の後再び渡仏し、30歳で夭逝しました。この手
紙は再渡仏直前の1927年、大阪に帰省中の佐伯が妻に宛てたもので、パリ行きのシベリア鉄道の切符を買ったことと、出発までのスケジュールを伝え
ています。「この様にしますからそのつもりで用意してください」と告げる独断的で性急な文面からは、パリへ戻るという佐伯の強い決意が感じられます。
一家は12日後に大阪を出発。佐伯と一人娘の彌智子（パリで病没）にとっては、二度と戻ることのない永遠の旅立ちとなりました。

 （大阪新美術館建設準備室学芸員　高柳有紀子）
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